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“Internet flaming” has the potential to joggle traditional values and norms of sports. It needs 
to be examined that societal background and characteristic about “Internet Flaming”, due to 
clarify the “Internet flaming” effects.
Therefor, this paper examines societal background and characteristic of “Internet Flam-
ing” based on “carnivals” ─instantaneous behavior in late modernity─ and characteristics 
of Internet communication.
Until now, “Carnivals” express festivals and annual events that are ‘non-ordinary,’ that 
contrasts with everyday life. But in late modernity, it’s suggested that people behave like 
“carnivals” in everyday life. Everyday life has become fluid, composed of instantaneous be-
havior supported by cooperativity. Also, It’s Internet communication is conditioned by the 
characteristic anonymity and have set and discretion normally.
In conclusion, It’s suggest that “Internet flaming” in our everyday life “carnivals” in late 
modernity conditioned by the characteristic of the Internet called “anonymity crowds”.
Ⅰ．緒言
1．問題の所在
2017 年春、第 89 回選抜高等学校野球大会か
ら、甲子園大会前に甲子園球場で行われる公式
練習に、練習補助として女子マネジャーが参加
することが正式に認められた。この制度改正は、
「男の世界」という高校野球の旧来的な規範を揺
さぶる、歴史的な出来事であったといえる。こ
の制度改正が生じた契機の一つに、インターネ
ットを中心とした「炎上」現象が挙げられる。
前年夏の第 98 回全国高等学校野球選手権大会
において、私立大分高校の女子マネジャーが公
式練習の補助としてグラウンドに入場しようと
した際、規定違反として制止させた大会関係者
の対応に対して、インターネット上を中心に批
判が殺到し、「日本高校野球連盟（日本高野連）
に『なぜ駄目なのか』などと抗議する電話が相
次ぐ」（読売新聞、2016.8.5、朝刊） などの事態に
発展したことが、高野連による議論を加速化さ
せ、制度の改正へと繋がった。
上記の事例は、インターネットを中心とした
「炎上」現象が、時代に不適合な価値や規範を炙
り出し、新たな世界を切り開く契機となる可能
性を感じさせる象徴的なできごとであった。しか
しながら、制度改正の内容が、「活動範囲を一、
三塁のベンチ前から外野付近の人工芝内とし、
ヘルメットをかぶること」（読売新聞，2017.3.14、
夕刊）などの条件がついた限定的なものに留ま
ったにも関わらず、「炎上」が収束している点
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や、試合に出場する権利を男性に限る規約に関
する指摘はあまり見られなかった点など、その
盛り上がりの限定性や瞬発性をみれば、「炎上」
現象が新しい価値や規範の形成まで結びつき得
るのかという点については慎重な議論が必要で
あるといえよう。例えば、表面的な変化が「炎
上」を鎮めるための飛び地として機能し、大枠
における伝統的価値・規範の枠組は変わらず再
生産されていると考えることもできる。
メディア・スポーツ研究の文脈においては、
メディアを通じて人々に共有されたスポーツの
価値や規範、解釈の枠組について、「物語」とい
う概念を用いて検討されてきた（清水、1989：
西原、2013 など）。スポーツの「物語」に関す
る諸研究は、「物語」が我々の認識や態度を規定
するという構造論主義的な立場をとり、ここで
の議論において「物語」という構造がいかにし
て変動するのかを把捉することは、重要な研究
課題であるといえる。現代的なメディア環境に
おいて生じる「炎上」現象が、スポーツの価値
や規範の更新にいかなる意味をもつのかについ
て問うことは、スポーツの「物語」研究におけ
る構造の変動可能性という検討課題に対する新
たな視点を提示する意義を持つといえよう。「炎
上」現象の機能を論じる為には、まず「炎上」
とはどのような現象で、なぜ生じているのかを
明らかにすることが求められよう。
2．「炎上」に関する先行研究の検討
「炎上」が発生する要因について、荻上は、「サ
イバースペースにおいて各人が欲望のままに情
報を獲得し、議論や対話を行っていた結果、特
定の─たいていは極端な─言説パターン、行動
パターンに集団として流れていく現象」（荻上、
2007、pp. 34-35）を指すサイバーカスケードと
いう概念を用いて分析した。また、平井（2012）
は、2 ちゃんねるや携帯電話などに特有の文化
性から「炎上」の背景を検討している。
荻上 （2007）、平井 （2012） は、「炎上」の表出
を規定するインターネットを中心としたメディ
ア環境におけるコミュニケーションの特性を明
らかにした点で、示唆的な議論であるといえる。
しかしながら、メディア環境に問題の背景を求
める際、環境決定論に陥り、その背後にある社
会的文脈に盲目的にならぬよう留意する必要が
ある。社会学におけるインターネットの主題化
について議論した若林は、メディアの使用法は
「メディアが使用される社会の構造に規定され、
その条件の下で選択される」、「メディアの技術
的特性は、そうした社会的選択を条件付ける要
因の一つではあっても、単一の要因ではない」
（若林、2007、p.  827）と述べている。この指摘
にみられるように、「炎上」はインターネットに
おけるコミュニケーションの特性によって行為
パターンが条件付けられているものの、その環
境下でなぜ個々人が「炎上」につながる行為を
選択していくのかについては、その個々人がど
のような社会的文脈におかれているのかという
視点から掴まえていくことが必要となろう。
社会学的な議論に依拠し「炎上」の背景を検討
したものとして、大谷 （2016）、伊藤 （2014）、鈴
木 （2005） などの論稿がみられる。大谷 （2016） 
は、ルサンチマンの概念に依拠し、「炎上」現象
は攻撃対象についての問題の根拠が曖昧なまま、
人々の妬みや嫉妬心の発露として生じているこ
とを指摘した。分析した事例は少数であるもの
の、「炎上」現象の特質に、ルサンチマンとい
う認識や行為の根源的な原理を見出した点につ
いては、大変示唆的な議論であるといえる。で
は、こうした認識や行為は、なぜ現代に、イン
ターネットという環境で頻出しているのであろ
うか。伊藤 （2014） はデュルケームの議論を参
照し、「炎上」が「聖なるもの」の領域における
集合的沸騰として、社会統合の機能を果たして
いると指摘した。伊藤 （2014） によれば、社会
的分化が進んだ現代において改めて人々が社会
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の成立に向き合う必要性が、集合的沸騰として
の「炎上」現象を導いているという。この指摘
は、社会的分化の進行という現代社会論的文脈
から、「炎上」が生まれる必然性を示した点にお
いて、重要な議論であるといえよう。
伊藤 （2014） の議論は、日常に対置する非日常
的世界における集合的沸騰によって、日常の社
会統合が果たされるという理論的枠組に立脚し
ている一方で、集合的沸騰としての「炎上」が
リアルな日常を構成し始めていることも示唆し
ている。確かに、インターネットを中心とした
「炎上」の今日的様相をみれば、従来、集合的
沸騰という観点で論じられてきた「祭」や「儀
式」などの非日常的世界に比べて、より日常の
文脈に位置づいた現象として観察されよう。こ
の点について、祝祭の日常化という観点から論
じているのが鈴木 （2005） である。鈴木 （2005）
は、「炎上」を含む、現代社会にみられる人々の
瞬発的な振る舞いを「カーニヴァル」という概
念で説明した。鈴木 （2005） によれば、大きな
物語を失った後期近代において不安定化した個
人は、「カーニヴァル」としての瞬発的な振る舞
いを流動的に浮遊するような日常世界を生きて
いるという。
鈴木 （2005） の議論は、人々の瞬発的な振る
舞いが生まれる社会的文脈を後期近代における
社会理論に接続して説得的に論じている上、そ
の振る舞いを日常の領域に位置づくものとして
捉えようとしている点において、「炎上」の現
実を捉える視点として妥当性が高いものといえ
る。しかし、鈴木 （2005） が分析対象とした現象
は、「祭り」や「炎上」から若者の労働観、宗教
の現代的様相におよぶなど、多岐にわたってお
り、それぞれの事例固有の特性などは詳細に検
討されていない。その為、「炎上」を「カーニヴ
ァル」として読み解く視座を構築するにあたっ
ては、「炎上」を取り巻くメディア環境の特性を
再整理した上で、鈴木 （2005） が示した「カー
ニヴァル」の概念と接続させることが必要とな
る。
3．本研究の目的
先行研究の検討より、「炎上」現象を読み解く
理論的な枠組として、現代における祝祭的現象
の日常化という社会的文脈を押さえた点におい
て、「カーニヴァル」概念の有用性が示唆され
た。「カーニヴァル」の概念は、バフチン （1995） 
が示したように、中世ヨーロッパにおける民衆
的祝祭の論理を捉える概念として体系化されて
以来、祝祭的現象の論理を捉える枠組として用
いられてきた。従って、鈴木 （2005） が現代社
会論の文脈で用いた「カーニヴァル」論に依拠
して「炎上」現象の把捉を試みるにあたっては、
鈴木の議論が「カーニヴァル」論の系譜におい
てどのような位置づけをもつのかを検討するこ
とが必要となろう。また、先述のように、「炎
上」を「カーニヴァル」として読み解くにあた
っては、「炎上」の形式を規定するインターネッ
ト・コミュニケーションの特性を勘案すること
が求められる。
以上より、本稿では下記 3 点の研究目的を設
定し論じることとする。
1）　現代における祝祭の日常化という点に着目
して、「カーニヴァル」概念の変容について検
討する。
2）　「炎上」を形式的に規定しているインターネ
ット・コミュニケーションの特性について、
「匿名的群衆」という観点に着目して検討す
る。
3）　1）、2） を踏まえ、「炎上」現象を「後期近
代における『カーニヴァル』的振る舞いが、
インターネットの特性に規定されて表出した
もの」として捉える分析視座を検討する。
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Ⅱ．「カーニヴァル」概念の変容
1．ミハイル・バフチンの「カーニヴァル」論
森岡・塩原・本間 （1993） によれば、「カー
ニヴァル」はイタリア語で「肉断ち」を意味す
るcarne-levareないしcame-valeを語源とする
といわれ、キリスト教の伝統的祝祭を意味する
「謝肉祭」の意味のほか、社会学において「儀
礼」、「祭」などと同様に非日常的、境界的な祝
祭現象を表す概念として用いられてきたという。
ミハイル・バフチンは、中世ヨーロッパにおけ
る各地方、都市にみられる多種多様な民衆的祝
祭に関して、「時代、民族、個々の祝祭によっ
て様々なバリエーションとニュアンスの違いが
ある」にも関わらず、それらが「一つのカーニ
バル的基盤を共有している」（バフチン、1995、
pp. 248）ことを指摘し、「カーニヴァル」の概念
を体系的に論じた。
バフチンによれば、「カーニヴァル」が内包す
る特有の論理について、「常軌の逸脱」、「自由
で無遠慮な人間同士の接触」、「ちぐはぐな組み
合わせ」、「卑俗化」の4点が挙げられるという。
「カーニヴァル」においては、階層、地位、年
齢、財産などの社会的諸条件から人びとが解き
放たれた状態で、純粋な人間同士が自由に接触
する。この過程において、偉大なものと下らぬ
もの、神聖なものと冒涜的なものが結合し、そ
の空間においては、パロディーや笑いなどによ
って公的な秩序が格下げを受ける、いわば社会
的な価値や規範の相対化が生じるとされる。
こうした「カーニヴァル」は、中世ヨーロッ
パの人びとに「二重の生活」（バフチン、1995、
p. 261）を経験させてきたという。人々は自ら
の所属する国や都市、あるいは宗教が形作る公
的な秩序の中で日常生活を営む一方で、「《裏返
しにされた世界》《あべこべの生》」（バフチン、
1995、p. 258）として「カーニヴァル」的生を
生きる時間を持ち合わせていた。大熊は、バフ
チンが「カーニヴァル」に「非支配階級の支配
階級に対する反逆の契機」（大熊、1997、p. 185） 
を見出していたと指摘している。つまり、公的
な権威が「カーニヴァル」によって格下げを受
けることによって、民衆の手によって新たな価
値体系が生産され、日常を支配する価値や規範
が更新されることが期待されたのである。この
点について、過度な人民主義であり、「カーニ
ヴァル」自体支配階級に操作された民衆のガス
抜きにしかなりえないという批判はある （大熊、
1997、p. 186） ものの、価値の倒錯、相対化が新
たな価値の創出へ結びつき得るというバフチン
の見立ては、ターナー （1996） の儀礼論におけ
るリミナリティの概念とも同調しており、祝祭
的現象が内包する社会変革プロセスとして検討
されてきた。
2．後期近代型「カーニヴァル」論
バフチンが中世ヨーロッパの民衆的祝祭から
「カーニヴァル」の概念を導いたことに対して、
鈴木 （2005） が現代の時代診断に用いた「カーニ
ヴァル」の概念は、アンソニー・ギデンズ、ジ
クムント・バウマンらが論じる後期近代 （再帰
的近代） に関する社会論の文脈に位置づいてい
る。
ギデンズ （1991） によれば、後期近代において
は、従来の伝統的な社会において個人を規定し
ていた身分や階級といった相互行為の局所的な
脈絡から人々が解き放たれ、社会関係が時空間
の広がりの中で再構築される「脱埋め込み」が
進行しているという。こうした社会におかれた
個々人は、自らの存在を規定する社会的諸要因
が弱体化するがゆえに、自分とは何者であるの
かという認識を、自己言及的に構築していかざ
るをえない、言わば「自己の再帰的プロジェク
ト化」の問題に直面しているとされる。
さらにバウマン （2001） は、「自己の再帰的プ
ロジェクト化」を要請された個々人が生み出す
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共同体は、永続性を欠き、一時的な結合の後離
散する「カーニヴァル型共同体」という形式を
もつことを指摘している。この共同体の形式は、
流動性や不安定さが増大した社会において、一
貫性を維持することの困難性を抱えた個々人が、
共通の関心に基づいて集合し、その場特有の論
理に身を委ね、爆発的に騒ぎを起こした後、統
合されることなく雲散霧消するという性質をも
つ。バウマンが用いた「カーニヴァル」の概念
は、社会的な価値、規範からの解放・逸脱、そ
の場特有のコードの生成という意味で、バフチ
ンが示した「カーニヴァル」の概念を念頭に置
いているものと推察されるが、それに加えて、
一時性・瞬発性を強調する意図をもって用いら
れている。
鈴木 （2005） は、バウマンが示した「カーニ
ヴァル型共同体」の論理について、「『共同体』
から『共同性』への転換」（鈴木、2005、p. 138）
であると指摘し、インターネットにおける「祭
り」や「炎上」、さらにはW杯の熱狂などに象
徴される若者の瞬発的な振る舞いを捉える枠組
として「カーニヴァル」の概念を援用した。つ
まり、「再帰的自己プロジェクト化」によって
自己の一貫性を維持することがより困難となっ
た社会的文脈においては、持続性の論理をもっ
た共同体という形式の成立が困難な為、個々人
は一時的な共同性をフックとしたアドホックな
繋がりの連続という日常を流動的に生きている
という指摘である。さらに鈴木は、後期近代型
「カーニヴァル」の特性について、繋がること自
体が目的化した形式水準の振る舞いであるとみ
ており、「カーニヴァル」の内容は「ネタ」化し
ていると指摘している。例えば、インターネッ
ト言説にみられる若者の右傾化という議論に関
しても、そこで展開されている主張はあくまで
コミュニケーションの為の「ネタ」であり、現
象の本質は盛り上がりそれ自体にあるという。
3．「カーニヴァル」の変容
ここまで検討してきたように、バウマンや鈴
木が論じた後期近代型「カーニヴァル」の概念
は、バフチンが体系化した要素を継承しつつ、
社会的文脈に沿った独自の特徴を持つ形へと変
容を遂げているものと推察される。そこで以下
では後期近代型「カーニヴァル」の概念につい
て、バフチンの議論と共通する要素、および変
容の内実について検討する。
1）	「カーニヴァル」の論理の継承
バウマンが「カーニヴァル型共同体」の特性
を別名「クローク型」と称し、「劇場にでかけ
る人間は、服装のそれなりのきまりにしたがっ
て、普段着と異なる服を着る」（バウマン、2001、
p. 257） とその特徴を比喩的に表現している点を
みれば、バフチンが示した「常軌の逸脱」とい
う論理は、後期近代型「カーニヴァル」にも共
通して見出されているといえよう。それに加え、
バウマンは後期近代型「カーニヴァル」におけ
るもう一つの逸脱について言及している。それ
は、「『形式上の』個人を孤独な格闘の日々の苦
しみや困難な状況から、いっとき解放してくれ
る」（バウマン、2001、p. 259） という、いわば
「再帰的自己プロジェクト化」からの一時的な解
放である。つまり、祝祭的現象における「常軌
の逸脱」という「カーニヴァル」の論理は、後
期近代の社会的文脈では、個々人を規定する社
会的制約からの解放に加えて、その制約が弱体
化したことによって生じる絶え間ない再帰的な
自己構築の螺旋からの解放という二重の意味に
おいて継承されていると考えられる。
また、「常軌の逸脱」という論理の継承は、そ
れを背景とした空間における人間関係において
生じる「自由で無遠慮な人間同士の接触」の論
理も合わせて継承されることを意味する。「昼間
の関心や趣味がどんなに違っていても、人々は
夜の公演になると同じ場所にあつまってくる」
（バウマン、2001、p. 258） という表現は、この
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点を象徴的に記述しているといえよう。
2）	「カーニヴァル」の変容─祝祭の日常化、「ネ
タ」化─
バフチンは、中世ヨーロッパにおける都市や、
教会を中心とした共同体のある社会を前提とし
て、その共同体における日常に対置する非日常
的世界として「カーニヴァル」を捉えている。
対してバウマンや鈴木の後期近代型「カーニヴ
ァル」は、先述のように、伝統社会から「脱埋
め込み化」された個々人の結合原理として概念
化されている。この社会的な前提条件の違いを
背景として、後期近代型「カーニヴァル」には、
「祝祭の日常化」（鈴木、2005、p. 8） と表現され
る概念の変容が見て取れる。つまり後期近代に
おいては、伝統的な共同体や場所性から開放さ
れた社会であるが故に、不安定化した個々人が、
その不安をやり過ごすために「カーニヴァル」
によって一時的な結合と離散を繰り返す日常を
生きるという論理である。
こうして自己目的化した「カーニヴァル」は、
内容の「ネタ」化という自体に直面する。先にも
検討したように、盛り上がること、それによっ
て繋がること自体が目的となった後期近代型の
「カーニヴァル」にとって、何のために盛り上が
るのかという内容部分は「コミュニケーション
のための『ネタ』に堕している」（鈴木、2005、
p.142）。バフチンが示した「ちぐはぐな組み合わ
せ」、「卑俗化」の論理は、先述のように、「カー
ニヴァル」における社会的価値・規範の相対化
の一側面であるが、内容が「ネタ」化した後期
近代型「カーニヴァル」において、その論理は
弱体化せざるを得ない。なぜなら、後期近代型
「カーニヴァル」の内容は、極論的には盛り上が
りさえすれば何でもいいのであり、聖なるもの
と俗なるものを結び付け、聖なるものを格下げ
するという形式に囚われる必要はないからであ
る（仮に格下げの形式がみられたとしても、そ
れは単に、それが盛り上がる内容だと判断され
たからに過ぎないともいえよう）。従って、社
会的価値・規範の相対化を経た先に期待される
社会変革は、後期近代型「カーニヴァル」にと
って、中世ヨーロッパにみられた「カーニヴァ
ル」的現象よりも、更に難しい到達点となるも
のと推察されよう。
1）、2） の議論をまとめると、後期近代型の
「カーニヴァル」は、社会的な秩序による制約
や、「再帰的自己プロジェクト化」の要請から一
時の解放をもたらすという点において、伝統的
社会における民衆的祝祭が内包していた逸脱の
論理という基盤を共有した現象であるものの、
「脱埋め込み化」を遂げた後期近代社会の文脈
によって、その表出が非日常的世界から日常を
構成するものへと変容してきており、結果とし
て、既存の価値や規範の捉え直し、およびその
ことによってバフチンが「カーニヴァル」に期
待した新たな価値体系の創出という意味におけ
る社会変革の可能性は、弱体化せざるを得ない
ものとなっていると考えられよう。
Ⅲ．「炎上」を形作るインターネット・
コミュニケーションの特性
1． 情報社会の今日的様相―インターネット、
サイバースペース、SNS―
ここまで、後期近代型「カーニヴァル」とい
う概念がどのような背景および原理もつのかを
検討してきた。この議論を踏まえ、「炎上」現象
を捉えるためには、インターネットという環境
の特性を検討し、そこになぜ後期近代型「カー
ニヴァル」が生まれる必然性があるのかについ
て論じる必要があろう。
インターネット （internet） は、「あいだ」を
意味する「inter」と「ネットワーク」を意味
する「net」からなる用語であり、直訳的には、
「ネットワークの間をつなぐもの」を意味して
いる。インターネットは、1980年代後半、アメ
リカの軍事用ネットワークの技術が発展する形
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で急速に整備、普及していった。その技術的な
定義としては「TCP／IPという通信プロトコ
ルを用いて、さまざまなローカルネットワーク
（LANとWANなど）を相互に連結させて、地
球規模の通信ネットワークを築いたグローバル
ネットワーク」と説明される（劉・木村、2012、
p. 124）。つまり、これまで局所的に構築されて
きた通信のネットワークを相互に接続すること
で、地球規模での通信を可能にしたネットワー
クである。
インターネットによる地球規模での通信環境
の構築によって、ホームページのような全世界
からアクセスが可能となる「場所」、その場所へ
アクセスする「行動」、場と場を電気信号によっ
て接続する「道路」の 3 要素が整い、デジタル
領域に独立した一つの「空間」が構成されるよ
うになった。その空間はサイバースペースと呼
ばれる。サイバースペースは、「人間がコンピ
ュータとインターネット上でつくりだした時間
と距離に制約されないさまざまな行動を可能に
する情報空間」と定義される （劉・木村、2012、
p. 132-133）。この定義に示されるように、サイ
バースペースによって生み出された情報社会の
特筆すべき様相は、「時間と空間の超越」（村上、
2009） である。インターネットの登場によるサ
イバースペースの構築は原理上、時間と場所を
越えて世界中の人々がデジタル空間において瞬
時にコミュニケーションを取ることを可能にし
た。
サイバースペースの構築によるコミュニケー
ションの拡張という事態は、ソーシャルメディ
アの登場によって更に加速化されたといえる。
総務省『平成 27 年度情報通信白書』によると、
ソーシャルメディアとは「インターネットを利用
して誰でも手軽に情報を発信し、相互のやりと
りができる双方向のメディア」と定義され、ブ
ログや掲示板、SNSなどの多様なサービスを含
んでいる。遠藤（2016a） の調査によって、ソー
シャルメディアの普及率は2010年代から急速に
拡大していることが示された。こうしたソーシ
ャルメディアの普及は、マスメディア論の文脈
において、送り手／受け手構造の解体、複雑化
という事態をもたらしたものとして位置づけら
れる。従来のマスメディア論において、個々人
はマスメディアの受け手として、情報の取得お
よびその解釈が主たる分析対象とされてきた。
しかしながら、ソーシャルメディアの登場は、
個々人が受け手と同時に情報の送り手にもなり
得るという状況を創出した。現代では、ソーシ
ャルメディア上で話題となった出来事をテレビ
がニュースとして取り上げるなどの事例もみら
れており、情報流通経路の複雑化が指摘されて
いる。
2．「匿名的群衆」によるコミュニケーション
インターネットの特性が、いかにして「炎上」
という「カーニヴァル」の生成を形式づけている
のかを検討するためには、上記で示した情報社
会の現代的様相を背景として、サイバースペー
スにおける人々のコミュニケーションがどのよ
うな特徴を持って展開されているのかについて
明らかにする必要がある。遠藤は、インターネ
ット・コミュニケーションにおける主体の特性
として「顔や名前を持たない」、「集合離散を常
態とする〈群衆〉」（遠藤、2016b）であることを
指摘している。この指摘を踏まえ、以下では遠
藤の議論に基づき、インターネット・コミュニ
ケーションの主体における「匿名的群衆」とい
う性格について検討する。
インターネット・コミュニケーションについ
て論じる際、その特性として論点化される側面
の一つとして、「匿名性」の問題が挙げられる。
サイバースペースという空間で繰り広げられる
コミュニケーションは、他者との物理的な対面を
必要としない、いわば匿名の世界として展開さ
れる。このコミュニケーション上の特性は、ギ
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デンズ（1991）が示した「純粋な関係性」（社会
的文脈に規定されない、純粋な人間同士の関係）
を取り結ぶ可能性を期待される一方で、「匿名
性を隠れみのにした無責任な振る舞い、それが
社会秩序を脅かす危険性」（遠藤、2016c、p. 33）
を孕むものであると指摘されている。
遠藤によれば、こうした匿名的なコミュニケー
ションにおける可能性と懸念は、インターネッ
トが登場する以前より、近代における「群衆」
と世論形成に関する議論の中で検討されてきた
という。「群衆」は、伝統的な共同体から人々
が開放され、近代化に伴う都市への集住が進む
過程において、安住の地を失った人々が過渡期
的に身体の隠れみのを求め、混沌とした都市の
人だかりにその身を隠すことで立ち現れた流動
的な主体像であった。世論研究の文脈において
「群衆」は匿名的な特性に加えて、「社会参画意
識が薄く、自己中心的でありながら他律的であ
り、一時的な享楽を追求する人々」、あるいは
「非合理的な集団心理に惑わされやすく、不確実
な情報に踊らさて、パニック、暴動、不可解な
流行に走り、社会秩序を脅かす」存在として把
捉されてきたという （遠藤、2016c、p. 31-33）。
さらに遠藤は、「メディアの発達は、空間的制
約を越え、広い範囲に〈群衆〉を生み出してい
く」（遠藤、2016c、pp. 33） と指摘し、現代にお
いてインターネット・コミュニケーションの領
域に、いわば「匿名的群衆」と呼べる主体像が
立ち現れていることを示している。
3． 「匿名的群衆」が生み出す後期近代型「カー
ニヴァル」
「炎上」は、インターネット、とりわけソーシ
ャルメディアを中心とした爆発的な議論の表出
という点において、インターネット・コミュニ
ケーションの特性である「匿名的群衆」という
主体の特性に形式づけられた現象であるとみる
ことができる。例えば、冒頭で示した「女子マ
ネ制止問題」については、中山・松尾（2016）
が示したように、インターネットを中心として
高野連の対応に対する批判が噴出し、ソーシャ
ルメディアであるツイッターにおいて、マスメ
ディアと比べ当該問題に関する批判が瞬発的に
表出している様相が確認された。さらに、この
事例における「炎上」の様相は、その一時性や
伝統的秩序からの解放性という意味において、
「『カーニヴァル』的メディア受容態度」（中山・
松尾、2017、p. 29）であるということができる。
このように、サイバースペースの構築による
「匿名的群衆」という形式は、リアルな社会的
秩序から隔離された場において、その場特有の
コードによるコミュニケーションを可能にし、
「カーニヴァル」における秩序からの解放、逸脱
といった論理を形式的に保証している。加えて
情報社会と表現されるような、日常生活と密接
して広がるサイバースペースという世界が、後
期近代における「カーニヴァル」の日常化とい
う文脈と呼応して、人々の日常に「炎上」事例
の頻出という事態をもたらしているものと推察
されよう。これらの意味において、「炎上」と
は、後期近代における『カーニヴァル』的振る
舞いが、インターネットの特性に規定されて表
出した現象であると理解することが可能となろ
う。
Ⅳ．まとめと課題
1． 本論のまとめ
メディア・スポーツ研究の領域において、我々
のスポーツへの解釈を規定する「物語」という
構造の変動可能性を問うことは重要な研究課題
であり、冒頭で示したように、「炎上」現象を
検討することは、現代のメディア環境において
「物語」の変動可能性を検討することに繋がる意
義をもつものである。また、「炎上」現象を分析
する視座として、鈴木 （2005） が示した「カー
ニヴァル」の概念が有効性をもつことが示され
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たが、その視座構築にあたっては、社会的な文
脈の変化に基づく「カーニヴァル」概念の変容
を検討すること、および「炎上」の形式を規定
するインターネット・コミュニケーションの特
性を捉え、「カーニヴァル」の概念と接続させる
ことが必要であり、これら点について本稿の検
討課題とした。
本稿における検討から、後期近代型「カーニ
ヴァル」の概念は、中世ヨーロッパの祝祭現象
を母体として体系化された概念から、社会的価
値、規範からの逸脱という論理を継承しつつも、
その現象は非日常領域から日常的世界へと移行
し、いわば「祝祭の日常化」といえる変容が生
じていることが検討された。また、インターネ
ット・コミュニケーションは、サイバースペー
スの構築による「匿名的群衆」というコミュニ
ケーション主体の特性を創出していることが示
された。
これらの議論から、「炎上」の主たる舞台と
なるインターネット・コミュニケーションにお
ける「匿名的群衆」という特性が、後期近代型
「カーニヴァル」における逸脱の論理を保証し、
また、日常に広く浸透したインターネットの世
界が、「祝祭の日常化」へと変容した後期近代型
「カーニヴァル」を受け入れているものと推察さ
れた。以上より、「炎上」とは、後期近代におけ
る『カーニヴァル』的振る舞いが、インターネ
ットの特性に規定されて表出した現象であると
いう視座の妥当性が示されたといえよう。
2．今後の課題
後期近代型の「カーニヴァル」が旧来の価値
や規範を相対化させ、新たな価値体系を創出す
る社会変革への志向性を失いつつあるという鈴
木 （2005） の立場に立脚し、「炎上」を後期近代
型「カーニヴァル」として分析しようとすれば、
それがスポーツの「物語」という構造の変動に
到達する可能性を示すことは難しい。しかしな
がら、冒頭で示した「女子マネ事例」における
制度変更にみられたように、それが仮に大枠に
おける価値や規範の枠組内であったとしても、
「炎上」現象がそうした枠組を揺さぶり、その内
部に小さな変化を生み出している事例が確認さ
れる。
従って、確かに後期近代型「カーニヴァル」は、
定型化した秩序の格下げや、それが導き得る権
力関係の転倒、新たな価値体系の生成をドラス
ティックに実現するものではないかもしれない
が、軽微な変動を含みつつ伝統的価値体系の再
生産が繰り返される先に、結果としてその価値
体系が大きく変動していくという過程の一契機
になる可能性は否定できないといえよう。そう
いう意味で、バフチンが期待した「カーニヴァ
ル」による社会変革は、そのプロセスや時間軸
を再設定することによって、後期近代型「カー
ニヴァル」にも継承されているものとして捉え
られる可能性はあろう。
上記の論点に基づき、「炎上」がスポーツの
「物語」に与える影響を分析していくことは、バ
ウマンや鈴木による後期近代型「カーニヴァル」
の論理を発展的に継承し、スポーツ社会学の文
脈から、現代社会の実践と構造の変動に関する
新たな理論的地平を拓く可能性をもっていよう。
今後の課題としたい。
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